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2022年に改訂された新しい生徒指導提要。
そこには、
「生徒指導の定義」が、このように示されています。
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また、生徒指導の目的として、これまでも語られてきたことに加えて、
「子どもたち自身の幸福追求」と「社会に受け入れられる自己実現」を「支え
る」という
大きな目的も明文化されました。
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すべての子どもたちが
★「幸せになること」
★「自分らしく居られること」
★「自ら伸びていこうとすること」
これらを
★すべての教職員によって、支え、応援する営み
★それが「生徒指導」なのです。
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生徒指導のなかではぐくむ③
今回は「自己決定」をテーマに
みなさんと一緒に考えてみたいと思います。
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改訂された生徒指導提要には、生徒指導・実践上の視点の1つとして

「児童生徒一人一人が自己指導能力を獲得するには、
自ら考え、選択し、決定する、そのような体験が何より重要である」と示されて
います。
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自己指導能力とは、
★そのときその場で、どのような行動が適切であるかを
自分で考え、決め、
★自分の意思で★行動していく力のことを言います。

子どもたち一人一人が、
★自分の人生を、自分の力で歩み、
よりよい方向へ進んでいくために必要な力
それが「自己指導能力」であると言えるでしょう。
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生徒指導提要にも示されているように、
自己指導能力は、★日々の暮らしにおいて「自己決定の体験」を
積み重ねることによって、はぐくまれていくものです。

★さまざまな人とのかかわりや学習活動を経験する学校生活のなかで、
私たち教職員が、★「自己決定」の場を提供し、
子どもたちに経験させていくことが重要であるといえます。
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この「自己決定の場の提供」をしていくうえで、
持っておきたい視点があります。

私たち教職員が、★子どもたちに対して
このような声がけをしたときに、
すべての子どもたちがこの声がけに応じ、
★即座に自己決定できるとは限らないということ。
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「そう言われても・・・」
「どうすればいいのだろう？」と
戸惑う子どもも、中にはいるかもしれません。

自己決定は、その「場の提供」だけすれば、うまくいくというものではないので
す。
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子どもたちが自己決定をしていくためには、
そのベースとなる大切なことがあります。
それは、★その子ども自身に「安心や安全を感じられる心の状態」があるという
こと。

★自己決定を促す教職員との間に、まず安心感や信頼感があるかどうか。
そして、自己決定をしようとするその「場」に対して、安全や安心の感覚をもつ
ことができているかどうか。

内面に、このような感覚がまずある、ということが、
子どもの自己決定を支えるといえるでしょう。
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では、ここでミニワークを行います。

小学校６年生男子児童Aさんの事例をもとに、考えてみましょう。

Aさんは、6月に入ってすぐ、突然学校を欠席し始めました。
そして､そのまま1学期は登校することなく夏休みを迎えてしまいました。
2学期になるとAさんは、週に2日か3日、午前中のみ、
相談室への登校ができるようになりました。
教室に入ることはできませんが、少しずつ学習課題にも取組むことができている
ようです。
担任は休み時間には相談室に顔を出し、1日1回はAさんと会話をするよう心がけ
ています。
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Aさんが相談室登校をするようになって1ヶ月ほど経過したある日の、担任とAさ
んのやりとりを見てみましょう。
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では、この事例を、Aさんの「自己決定」という視点で見つめてみましょう。

先ほどのやりとりの様子から気づいたこと、感じたこと、
Aさんが自己決定できるようになるには、どんなことを大事にしていけばよいの
か
自分ならAさんにどうかかわるか など、
思いや考えをシートに箇条書きしてみましょう。

書き終わったら、ペアやグループで話し合ってみましょう。

記入している間、動画は一旦停止してください。
話し合いが終わったら、動画の続きをご覧ください。
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では、ミニワークの事例を振り返ってみたいと思います。

★事例の担任は、やりとりのなかで、
Aさんが自分の言葉で語ろうとするまで待とうとする姿勢があまりなく、
矢継ぎ早に、語り掛けを行っていました。

また、Aさん自身の思いを確かめることをせず、
担任としての自分の思いだけで、Aさんを教室に向かわせようともしていました。

「クラスのみんなも頑張っているから、あなたももう少し頑張ろう」という
担任の言葉がけに対して、Aさんの表情が曇っているのにも関わらず、
一方的に提案を続けた担任に対して、Aさんは何も言うことができませんでした。
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このやり取りのあと、★
Aさんの心の中は、安全や安心の感覚とは真逆の心の状態になっていることが
想像されるのではないでしょうか。
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子どもたちの自己決定のためには、
最初に述べたように、
子どもたちの内面に、このような感覚が育まれていることが大切です。

これらの感覚がはぐくまれてはじめて、
子どもたちは“自己決定”ができるのです。
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立命館大学の春日井敏之氏は、
子どもの自己決定に関して、
「応援付きの自己決定」という表現を用い、
大切にしたいことを２点述べています。
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１点目は、
★まずは、日常の暮らしの中で、ささやかなことから、
自己決定の経験を積み重ねることが大切であるということ。

大きな自己決定をするための力は、
幼いころから、発達段階に応じて、
暮らしの中で小さな自己決定の経験をどれだけ積み重ねてきたかによって
ついていくものであると言われます。
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２点目は、
★自己決定には、その場の提供だけでなく、「大人の応援」が
大切であるということ。

「応援」という言葉からは、直接的な励ましや声かけを連想する方も多いかもし
れません。
けれども、ここで言われている「大人の応援」とは、
そのような働きかけのことだけを指している訳ではありません。

★子どもの自己決定を「支える」という大人のかかわりのすべて。
それを春日井氏は「大人の応援」という言葉を用いて表現しているのです。

いくつか例を挙げてみましょう。
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例えば・・・

★大人の側が、自分の考えや思いを「伝える」だけでなく、
子どもの話を「聴く」ということも、同時に大切にし、
対話的、共感的な関係を築こうとすること。

★子どものの思いや願いを大事にしながらかかわること。
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★何かを提案するときには、その提案に対して
子ども自身がどんな思いを抱いているかを
丁寧に確かめようとすること。

★大人から提案するときには、選択肢を示すなど、
子どもが選んだり決めたりしやすくなるような工夫をすること。
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★「No」という意思表示を子どもがしたときに、
それも、その子自身の自己決定、自己選択として、尊重すること。

それは、★その選択をしたその理由やその子なりの思いは、まず否定せずに、
耳を傾け、受け止めていくということ。
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★目に見える変化や回復を、大人のほうが求めすぎず、焦らないこと。

★他の子どもと比較をしないこと。

★「頑張らせる」という視点と同時に「無理させすぎない」という視点ももち、
今のその子どもの状態や発達の段階に合わせた、ほどよいかかわりをしていくこ
と。
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この他にも、
子どもの自己決定を支える大人の応援の在り方には
さまざまなことが考えられると思います。
時間があれば、これについても、考え、話し合いをしてみるとよいでしょう。
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最後に、工藤勇一氏の提唱する
子どもに自己決定を促す３つの言葉かけを紹介し、本プログラムを終了します。
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自己決定を促す言葉がけその１
「どうしたの？」
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その２
「あなたはどうしたいの？」
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その３
「先生にできることはある？」
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★子どもたち一人一人の小さな自己決定を大切にしようとする私たち大人の姿勢
が、
★子どもたちの心をはぐくみ、
★そして、それが基盤となって、主体的に考え、判断し、
★行動する力へとつながっていきます。
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学校生活のあらゆる場面で、
子どもたちの自己決定を大切にすることを通して、
子どもたちの成⾧・発達を支えていきたいものです。

37



すべての子どもたちの
幸せと成⾧を願って

日々の生徒指導を通して、
教職員みんなで、
子どもたちを支え、応援していくことができますように。
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以上で本研修プログラムは終了となります。
お疲れ様でした。
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